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（本資料の金額表記は、億円未満を四捨五入しております） 



<1>

連結損益の概要連結損益の概要

売 上 高 ＋34 億円

経 常 利 益 ＋21 億円

当 期 利 益 ＋11 億円 経常利益＋21億円､特別損益＋1億円､増益による税負担の増加等△11億円

海外は北米の低調が響き減収となったが、日本で大きく増収し、全体で増収となった。日本ではゴ
ルフクラブ新商品ＸＸＩＯ７が好調に推移、前年の震災影響からの回復もあり全体の増収に大きく寄
与した。

日本・アジア各地域においてゴルフクラブＸＸＩＯ７の販売が順調に推移したことに加え、日本では、
前年の震災による販売減からの回復もあり、販売要因を中心に大幅な増益となった。

（参考）

(単位：億円） ２０１２年

※億円未満四捨五入 １-６月

＋34 

(+12%) 

30 ＋21 26 13 17 
(9.4%) (+231%) (7.9%) (8.6%) (10.1%) 

31 ＋21 26 14 17 
(9.7%) (+215%) (7.9%) (9.7%) (9.7%) 

17 ＋11 16 8 9 
(5.3%) (+180%) (4.8%) (5.6%) (5.0%) 

＋23 

＋5 

318 

＋7 

純利益
(率)

＋3 ＋1 

＋11 148 

公表値 増減

330 

経常利益
(率)

売上高

営業利益
(率)

＋4 

対前年

＋6 

△12 

＋8 

＋14 

＋15 

171 

４-６月１-３月 対前年対前年

<2>

ゴルフ市場動向ゴルフ市場動向

11年上期比 10年上期比

ゴルフ場入場者 ＋９％  △１％

ゴルフ用品市場 ＋４％  △８％

ゴルフクラブ市場 ＋４％  △６％

11年上期比 10年上期比

ゴルフ場入場者 ＋１２％ 　＋６％

ゴルフ用品市場 　＋７％ ＋１３％

ゴルフクラブ市場 　＋８％ ＋１７％

東日本大震災の影響で一時的に大きく落込
んだ前年上期と比べ大幅に増加し、震災前
のレベルに回復した。

東日本大震災により消費マインドが大きく低
下した前年同期比では4％増だが、前々年
同期比では下回っている。

今年の上期は好天に恵まれ、悪天候だった
前年同期比で大幅増。前々年同期比でも増
加した。

今年の上期は好天に恵まれたことで好調に
推移。前々年同期比では二桁増となった。
加えて他社クラブのヒット商品が、市場を牽
引した。

日本

米国



<3>

製品別売上高製品別売上高

２０１２年
１-６月 金額 率

ゴルフクラブ 162 +23 +17%

ゴルフボール 63 +6 +11%

用品その他 40 +1 +1%

264 +30 +13%

35 +4 +15%

2 +0 +6%

300 +34 +13%

18 △0 △1%

318 +34 +12%合　計

テニス用品

ライセンス収入

スポーツ用品

サービス・ゴルフ場

対前年

※億円未満四捨五入

(単位：億円）

ゴルフ用品

+34

△0 

318

サービス
ゴルフ場

２０１２年
１-６月

ライセンス

+6

ゴルフ
用品他

+1

ゴルフ
ボール

+4 +0

テニス

284

(億円)
２０１１年
１-６月

0

+23

ゴルフ
クラブ

280

290

300

310

320

330

売上高

ゴルフ ゴルフ ゴルフ

クラブ ボール 用品他

日本 +27 +4 +1

海外 △4 +2 +0

合計 +23 +6 +1

＋23 億円

＋6 億円

＋5 億円そ の 他

ゴルフクラブ

ゴルフボール

日本は大きく増収、海外は減収となった。日本では新商品ＸＸＩＯ７が好調に推移していることに加
え、前年の震災影響からの回復も影響している。海外ではアジア各地域でＸＸＩＯ７が好調に推移し
たが、北米の競争激化による減収幅が大きく、海外全体でも減収となった。

震災影響からの回復等により、日本ではラウンドボール、レンジボールともに増収。海外でも欧米を
中心に増収となり、全体で大きく増収となった。

震災影響からの回復等により、日本ではゴルフ用品、テニスともに増収。海外を含めた全体でも増
収となった。

<4>

経常利益増減要因経常利益増減要因

日本・アジア各地域においてゴルフクラブＸＸＩＯ７の販売が順調に推移したことに加え、日本では、前年の震災による

販売減からの回復もあり量・構成が大きく改善、全体でも大幅な増益となった。

日本・アジア各地域においてゴルフクラブＸＸＩＯ７の販売が順調に推移したことに加え、日本では、前年の震災による

販売減からの回復もあり量・構成が大きく改善、全体でも大幅な増益となった。

量・構成

+22 ２０１２年
１-６月

原価改善材料価格
経費

営業外
為替

+3

10

(億円)

20 

0 

40 

２０１１年

10 

+21

31

30 

△4 +1 △1 １-６月

ゴルフクラブ △1.5

ゴルフボール △1.3

テニスボール △0.7



<5>

海外売上高海外売上高

海外売上高は、ＸＸＩＯ７の販売好調でアジアが増収となったが、北米の減収や為替の円高影響もあり全体では
減収となった。一方、日本の大幅増収に伴い連結売上高が増加したことも影響し、海外売上高比率は対前年5.3
ポイント低下の35.4％となった。

海外売上高は、ＸＸＩＯ７の販売好調でアジアが増収となったが、北米の減収や為替の円高影響もあり全体では
減収となった。一方、日本の大幅増収に伴い連結売上高が増加したことも影響し、海外売上高比率は対前年5.3
ポイント低下の35.4％となった。

※当社グループによる海外市場への売上高

２０１１年１-６月 ２０１２年１-６月

海外売上高

318 億円

113 億円

35.4%海外売上高比率

億円

40.7%
為替影響考慮後 36.3% ）

（単位：億円）

※億円未満四捨五入

（

海外売上高比率

116
億円 連結売上高連結売上高 284

海外売上高

その他
10

アジア
34

欧州 22

北米
47

日本
206

その他
8

アジア
30

欧州 22

北米
55

日本
168

+38

△8

+0

+4

$ £
２０１２年 79.77 125.78
２０１１年 82.01 132.56

差異 △2.24 △6.78

【主要通貨換算レート】

<6>

バランスシートの状況バランスシートの状況

363

173

２０１１年１２月末 ２０１２年６月末単位：億円

純資産
固定資産

244
固定資産

236

297

負債

170

※ 億円未満四捨五入

流動資産
負債

純資産

352

流動資産

281

総資産 525 自己資本比率
64.8% 総資産 533 自己資本比率

65.4%

+16

△8

△3

+11

流 動 資 産 ＋16 億円 主に国内の売掛金回収が進んだことに伴う現預金の増加

固 定 資 産 △8 億円 取得＋9億円、償却△11億円、新規のれん発生＋1億円、のれん償却△3億円、その他△4億円

負 債 △3 億円 主に国内の売掛金回収が進み、借入金の返済が進んだことによるもの



<7>

２０１２年

６月末

現預金期末残高

40 

50 

(億円)

60 

+14

営業ＣＦ

+39

投資ＣＦ 財務ＣＦ他

△7 △18 

3218

20 

10 

現預金期末残高

２０１１年

期末

0 

30 

キャッシュフローの概要キャッシュフローの概要

利益の増加に加え、ＸＸＩＯ７新発売で国内において昨年末

に増加した売掛金の回収が進んだこと等により、営業ＣＦは

+39億円（対前年+57億円）のキャッシュインとなった。

一方、設備投資を中心に投資ＣＦは△7億円、借入金返済

や配当支払い等により財務ＣＦは△18億円となり、その結果、

現預金残高は前期末に対し+14億円増加の32億円となった。

（有利子負債残高を上回り、実質無借金となった。）

利益の増加に加え、ＸＸＩＯ７新発売で国内において昨年末

に増加した売掛金の回収が進んだこと等により、営業ＣＦは

+39億円（対前年+57億円）のキャッシュインとなった。

一方、設備投資を中心に投資ＣＦは△7億円、借入金返済

や配当支払い等により財務ＣＦは△18億円となり、その結果、

現預金残高は前期末に対し+14億円増加の32億円となった。

（有利子負債残高を上回り、実質無借金となった。）

※億円未満四捨五入 ２０１２年 ２０１１年

１～６月 １～６月

営業ＣＦ 39 △19 +57 

投資ＣＦ △7 △9 +2 

フリーＣＦ 32 △28 +60 

財務ＣＦ他 △18 17 △35

ネットＣＦ 14 △11 +25 

現預金期末残高 32 19 +12 

単位：億円

増減

キャッシュ・フロー

当期 当期

営業ＣＦ 39 ( +57 ) 財務ＣＦ他 △18 ( △35 )

当期利益 17 ( +11 ) 借入金 △7 ( △28 )

償却費 14 ( △2 ) 配当金 △6 ( △0 )

運転資金 6 ( +33 ) 自己株式 △4 ( △4 )

その他 2 ( +15 ) その他 △1 ( △2 )

投資ＣＦ △7 ( +2 )

固定資産取得 △7 ( +1 )

その他 1 ( +1 ) 32 

対前年 対前年

フリーＣＦ

単位：億円

※億円未満四捨五入 ２０１２年６月末 ２０１１年期末 ２０１１年６月末

有利子負債
（リース債務含む） 31 37 56 

有利子負債

<8>

連結業績（予想）連結業績（予想）

（参考） （参考）

(単位：億円） ２０１２年 ２０１１年 ２０１０年

※億円未満四捨五入 １-１２月予想 １-１２月 １-１２月

＋43 

(+7%) 

45 ＋16 29 45 50 
(7.1%) (+58%) (4.9%) (7.0%) (7.9%) 

45 ＋20 25 45 47 
(7.1%) (+80%) (4.3%) (7.0%) (7.4%) 

25 ＋6 19 25 28 
(4.0%) (+32%) (3.2%) (3.9%) (4.5%) 

△5 

△2 

△3 

増減

636 △6 

対前年 前回公表 増減

- 

△10 

- 

売上高

営業利益
(率)

587 

- 

630 

経常利益
(率)

純利益
(率)

640 

売 上 高 ＋43 億円

経 常 利 益 ＋20 億円 日本・アジア各地域におけるゴルフクラブの増収により、販売要因で大幅増益となる見通し。加えて為替

要因による増益効果も予想されることから、経常利益は2010年に近いレベルまで回復する見通し。

日本は、ＸＸＩＯ７ゴルフクラブや下期のＳＲＩＸＯＮゴルフクラブ新商品での増収に加え、上期の震災からの
市場回復による増収もあり、ゴルフ・テニスの各品目で大幅な増収を見込む。海外でもアジア地域におけ
るＸＸＩＯ７の増収に加え、欧米のゴルフボール増収などを見込む。



<9>

国内ゴルフ市況（通期見込み）

（2008年を1とした指数）

2012年は、東日本大震災の影響で大きく市場が縮小した昨年よりは回復

するが、10年レベルまでは回復しない。

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

2008 2009 2010 2011 2012予測

ゴルフ入場者数

ゴルフ用品小売市場

ゴルフクラブ市場

前年比＋3％
(前々年比△2％）

前年比＋1％
(前々年比△5％）

前年比＋2％
(前々年比△5％)

<10>

米国ゴルフ市況（通期見込み）

2012年は上期が好天に恵まれたことで、年間でも入場者増を見込む。

用品市場も入場者増に加え、他社のゴルフクラブが市場を牽引し、増加と予想。

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

2008 2009 2010 2011 2012予測

ゴルフ入場者数

ゴルフ用品小売市場

ゴルフクラブ市場

（2008年を1とした指数）

ゴルフ場入場者数
前年比＋6％
(前々年比＋4％）

ゴルフ用品小売市場
前年比＋4％
(前々年比＋5％）

ゴルフクラブ市場
前年比＋4％
(前々年比＋7％)



<11>

製品別売上高（予想）製品別売上高（予想）

ゴルフクラブは、北米でマイナスを見込むが日本・アジア地域のＸＸＩＯ７と下期のＳＲＩＸＯＮ新商品が牽引し増収。ゴルフ

ボールは日本でほぼ横ばいも、欧米が順調で増収を見込む。テニス用品も上期の増収が大きく、全体では+43億円の増収

となる見通し。

ゴルフクラブは、北米でマイナスを見込むが日本・アジア地域のＸＸＩＯ７と下期のＳＲＩＸＯＮ新商品が牽引し増収。ゴルフ

ボールは日本でほぼ横ばいも、欧米が順調で増収を見込む。テニス用品も上期の増収が大きく、全体では+43億円の増収

となる見通し。

+37

ゴルフ
クラブ

560

580

600

620

640

660

587

(億円)
２０１１年
１-１２月

0

ライセンス

+3

ゴルフ
用品他

+0

ゴルフ
ボール

+5 +0

テニス

△2 

630

サービス
ゴルフ場

２０１２年
１-１２月

+43

売上高

ゴルフ ゴルフ ゴルフ

クラブ ボール 用品他

日本 +36 △0 △0 

海外 +1 +3 +0

合計 +37 +3 +0

２０１２年
１-１２月 金額 率

ゴルフクラブ 310 +37 +13%

ゴルフボール 122 +3 +2%

用品その他 79 +0 +0%

510 +40 +8%

66 +5 +9%

4 +0 +3%

580 +45 +8%

50 △2 △4%

630 +43 +7%

※億円未満四捨五入

(単位：億円）

ゴルフ用品

合　計

テニス用品

ライセンス収入

スポーツ用品

サービス・ゴルフ場

対前年

<12>

10 

１-１２月

47

(億円)

20 

30 

40 

0 

50 

60 

２０１０年

日本・アジア各地域におけるＸＸＩＯ７ゴルフクラブの増収効果で量・構成が大幅に改善、一方で販売経費を中心に経費増を見

込むが、為替要因による増益影響も見込まれることから、経常利益は2010年に近いレベルまで回復する見通し。

日本・アジア各地域におけるＸＸＩＯ７ゴルフクラブの増収効果で量・構成が大幅に改善、一方で販売経費を中心に経費増を見

込むが、為替要因による増益影響も見込まれることから、経常利益は2010年に近いレベルまで回復する見通し。

経常利益増減要因（予想）経常利益増減要因（予想）

量・構成

+23
２０１２年
１-１２月

原価改善材料価格
経費

営業外
為替

+6

25

(億円)

20 

30 

40 

0 

50 

60 

２０１１年

10 

45

△6 +5 △8 １-１２月

+20

ゴルフクラブ △3.1

ゴルフボール △2.3

テニスボール △0.9

参考（参考（20102010年）年）


	12年2Q決算説明扉.pdf
	1206 決算説明資料(短信添付)2.pdf

